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１．アンケート集計結果 

１-１ 全体集計 

 今回のアンケート回答者数は３５１件であった。 

 全体集計からは、どのエリアからも万遍なく回答が得られた。 

 エリアを四つに集約すると新興住宅である東所沢エリアと従来の住民との内訳はおよそ半々

となることが分かる。また、男女比では男性比率が７割近くと高い比率となる。 

 年齢別では 60 代以上の高齢者が 6 割以上を占める。 

 認知度では、7 割以上の人が少なくとも名前は知っており、高い認知を誇る反面、その内容

については把握していない現実が伺える。 

6.6%
1.1%

9.1%

3.7%

2.6%

4.3%

4.8%

4.0%

4.0%

3.1%

5.7%10.8%

17.9%

8.5%

4.6%

7.4%

1.7%
エリア別回答者

坂之下

城

本郷

東所沢サニータウン

日比田南

日比田北

亀ヶ谷

南永井大岾

南永井上

南永井中

南永井下

東所沢１

東所沢２

東所沢３

東所沢４

東所沢５

無回答

南東エリア 

日比田 

亀ヶ谷エリア 

南永井エリア 

東所沢エリア 
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21%

12%

17%

50%

エリア別２

南東部

日比田・

亀ヶ谷

南永井

東所沢

67%

27%

6%

男女比

男性

女性

無回答

5%

14%

16%

31%

27%

7%

年齢層

30代

40代

50代

60代

70代

80代～

38%

36%

24%

2% 認知度

知っている

名前だけ

知らない

無回答

南東エリア 

日比田亀ヶ谷エリア 

南永井エリア 

東所沢エリア 
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１-２ 男女別集計 

 男女別集計からはエリア別の回答者数、認知度、回答者の年齢層のいずれの観点からも大き

な差はみられず、男女間に大きな差はない。 

 

i. 男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22%

14%

17%

47%

エリア別２

南東部

日比田・

亀ヶ谷

南永井

東所沢

3%

14%

17%

35%

25%

6%

年齢層

30代

40代

50代

60代

70代

80代～

31%

42%

25%

2% 認知度

知っている

名前だけ

知らない

無回答
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ii. 女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40%

34%

25%

1% 認知度

知っている

名前だけ

知らない

無回答

17%

9%

16%

58%

エリア別２

南東部

日比田・

亀ヶ谷

南永井

東所沢

7%

17%

15%

25%

29%

7%

年齢層

30代

40代

50代

60代

70代

80代～
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１-３ エリア別集計 

 エリア別集計からは、南東エリアにおいて他地域より高い認知度を示す結果となった。 

 年齢層集計では南東エリア、日比田・亀ヶ谷エリアについて特に 60 代以上の回答者が多

く、新興住宅と思われる東所沢エリアも 60 代以上が過半数を超す。 

 認知度に大きな差は見られず、エリア間に大きな差がないことがわかる。 

 

i. 南東エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72%

22%

6%

男女比

男性

女性

無回答

44%

35%

18%

3% 認知度

知っている

名前だけ

知らない

無回答

8%

5%

10%

43%

26%

8%

年齢層

30代

40代

50代

60代

70代

80代～



8 

 

ii. 日比田・亀ヶ谷エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1%

17%

9%

42%

20%

11%

年齢層

30代

40代

50代

60代

70代

80代～

78%

22%

0% 男女比

男性

女性

無回答

39%

27%

34%

0%
認知度

知っている

名前だけ

知らない

無回答
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iii. 南永井エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68%

25%

7%

男女比

男性

女性

無回答

37%

37%

24%

2% 認知度

知っている

名前だけ

知らない

無回答
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16%

24%

35%

19%

3%

年齢層
30代

40代

50代

60代

70代

80代～
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iv. 東所沢エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63%

32%

5%

男女比

男性

女性

無回答

6%

15%

17%

24%

32%

6%

年齢層

30代

40代

50代

60代

70代

80代～

36%

38%

25%

1% 認知度

知っている

名前だけ

知らない

無回答
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２．自由記載からの課題抽出(代表例) 

２-１ 項目別重点課題の整理 

以下に自由記載に関する回答内容を整理して示す。 

まず項目別に回答数の多かったものについて件数を含めてまず整理する。回答のあった少数

意見についてもその後に整理する。 

 

i. 地域コミュニティ 

・地域コミュニティに関しては、「バスの増便」ならびに「駅周辺の活性化」に関する意見が多

かった。その他、「東所沢駅の改札口増加」、「インター周辺の活性化」に関する意見も多く見

られた。 

・少数意見ではあったが、「下水整備・清掃」、「役所の緊急放送・防災無線が聞きづらい」、「駅

ビル整備」といった現行の市行政に関する改善要望も見られた。 

① バスを増便してほしい（19 件） 

② 駅周辺の活性化を行ってほしい（16 件）。 

③ 東所沢駅の改札口を増やしてほしい（13 件） 

④ インター周辺の活性化を行ってほしい（11 件） 

 下水の整備・清掃を行ってほしい。 

 外国人への対応を考えてほしい。 

 駅ビルを建ててほしい 

 通勤時間帯の駅前通りが送迎の車で混雑するので対応・対策を考えてほしい。 

 役所の緊急放送や防災無線が聞き取りづらい 

 

ii. 地域福祉 

・地域福祉に関しては、「バスの増便」に関する意見が圧倒的に多かった。更に、「買い物への

支援」、「病院を増やしてほしい」に関する意見も多く見られた。 

・少数意見ではあったが、「児童発達支援の放課後デイサービスの子どもたちに対する地域交

流支援」、「買い物・通院支援（車の運転ができなくなった人に対して）」といった意見も見ら

れた。 

① バスを増便してほしい（42 件） 

② 買い物への支援を行ってほしい（11 件） 

③ 病院を増やしてほしい（9 件） 

 児童発達支援の放課後デイサービスの子どもたちが地域の交流をしたいと言っていた。 

 車の運転ができなくなったら、買い物や通院が困難になる 
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iii. 青少年（こども） 

・青少年（こども）に関しては、「子供の遊び場の増加」、「歩道・通学路を含む道路整備・拡

張」、「通学路の安全確保」、「保育園・学童保育の拡充」に関する意見が多く見られた。 

・少数意見ではあったが、「公園が少ない」、「子供食堂の開設」といった意見も見られた。 

① 歩道・通学路を含む道路の整備・拡幅を行ってほしい（11 件） 

② 子供の遊び場を増やしてほしい（10 件） 

③ 通学路の安全確保を考えてほしい（7 件） 

③ 保育園、学童保育が増えてほしい。また選べるようにしてほしい（7 件）  

 公園が少なく、未就学児の遊び場がない。 

 子ども食堂の開設 

 

iv. 生活環境 

・生活環境に関しては、「ごみの出し方・マナーの改善」に関する意見が圧倒的に多かった。ま

た、「害獣・害鳥対策」に関する意見も多く見られた。更に、「ペットのマナーの改善」、「バ

スの増便」に対する意見も多く見られた。 

・少数意見ではあったが、「歩道・通学路を含む道路の整備・拡幅」、「大雨時の冠水対策」とい

った意見も見られた。 

① ゴミの出し方、マナーが悪い（52 件） 

② 害獣、害鳥対策を行ってほしい（23 件） 

③ ペットのマナー(糞尿の始末など)を啓蒙してほしい（7 件） 

③ バスを増便してほしい（7 件） 

 歩道・通学路を含む道路の整備・拡幅を行ってほしい（5 件） 

 大雨が降ると冠水する。 

 

v. 地域の安心・安全 

・地域の安心・安全に関しては、「歩道・通学路を含む道路の整備・拡幅」、「街灯の増設」に関

する意見が圧倒的に多かった。その他、「防犯活動やパトロール」を望む意見も多く見られ

た。 

・少数意見ではあったが、「防災無線・防災放送が聞こえづらい」、「駐車場不足」、「防犯カメ

ラの設置増加」、「防災訓練の見直し」といった意見も見られた。 

① 歩道・通学路を含む道路の整備・拡幅を行ってほしい（51 件） 

② 街灯を増やしてほしい（40 件） 

③ 防犯のための活動やパトロールを増やしてほしい（11 件） 

 防災無線、防犯放送が聞こえない、何を言っているのかわからない。 

 駐車場が少ない。 

 防犯カメラを設置してほしい。 

 防災訓練の見直しをしてほしい。 
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vi. 健康・スポーツ 

・健康・スポーツに関しては、「無料又は安価で実施できる教室やイベントの開催」、「ジムや

プールなどの施設建設」、「ジョギングコースの設置」に関する意見が多く見られた。 

・少数意見ではあったが、「公園の整備・改善」、「まちづくりセンターでのサークル情報の入

手希望」といった意見も見られた。 

① 無料又は安価で実施できる教室やイベントの開催（15 件） 

② ジムやプールといった施設を作ってほしい（7 件） 

③ ジョギングコースやウォーキングポイントを設置してほしい（4 件） 

 公園の遊具を整備。改善してほしい。 

 まちづくりセンターでのサークル情報を教えてほしい。 

 

vii. 地域の歴史・文化 

・地域の歴史・文化に関しては、「柳瀬地区の歴史・教養講座の開催」、「民族資料館や黄林閣

などの認知度が低い」、「史跡ウォーキングの実施」に関する意見が多く見られた。 

・少数意見ではあったが、「柳瀬の伝統を子どもたちやほかから来た人たちにアピールする機

会の増加」といった意見も見られた。 

① 柳瀬地区の歴史・教養講座の開催（12 件） 

② 民俗資料館や黄林閣などの認知度が低い、どこで学べるか分からない（8 件） 

③ 史跡ウォーキングを実施してほしい（3 件） 

 柳瀬の伝統を子どもたちやほかから来た人たちにアピールする機会を増やしてほしい。 

 

viii. 意見・要望 

・意見・要望に関しては、「まちづくり協議会の名前は知っているものの、その活動内容が分

からない、又は自治会との区別が分からない」という意見が多く見られた。またここでも、

「バスの増便を望む」意見が多く見られた。 

・少数意見ではあったが、「防災訓練の内容改善（より実践的に）」、「下水道整備の推進」、「従

者スペースの確保（児童館、公園等）」、「自治会の案内、加入促進」、「サクラタウンがオープ

ンの際、地域の方が参加できるイベントの開催」、「畑の適正な管理（土砂対策など）」、「自治

会とまちづくり協議会の関係が不明確」、「外国人とのコミュニケーション対策」などの意見

も見られた。 

① まちづくり協議会の名前は知っているものの、その活動内容が分からない、又は自治会

との区別が分からない（17 件） 

② バスを増便してほしい（7 件） 

 防災訓練をもっと実践的な内容にしてもらいたい（2 件）  

 下水整備を早くやってほしい（2 件） 

 児童館や公園などに駐車スペースがなく、行きづらい。 

 自治会の案内や加入の勧めをしてほしい。  

 サクラタウンがオープンの際、地域の方が参加できるイベントができるといいと思う。 
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 畑の管理について。土が道路に流れこんで危ない。 

 自治組織とまちづくり協議会との関係が不明確。 

 最近海外の人が多く見られます。何か災害などがあった場合、困らないように地元の人

とのコミュニケーションをとっていくことが必要だと思う。 
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２-２ 柳瀬地区の課題集計結果 

前節で整理した自由記載の内容から、特に多かった意見を集計すると以下の通りであった。 

① 道路整備及び安全確保に関する要望    81 件 

② バスの増便に関する要望         79 件 

③ ゴミの出し方、マナー向上に関する要望  73 件 

④ 駅及びインター周辺の活性化       51 件 

⑤ 街灯・防犯灯などに関する要望      43 件 

      

これら特に多かった要望については、現在、柳瀬地区に居住している市民の皆様が日頃不都

合と感じ、かつ、関心の高い地域課題として市関係各課に適切に伝え、改善の糸口としていく

ことが期待される。また、他事例なども参考に、官民が連携して柳瀬地区独自の取り組みを進

めていくことも期待される。 

 

① 「道路整備及び安全確保」に関しては、ハード面の要望として市関係課へ地域要望として

適切に伝えていく事が必要である。これらハード面の対策推進とともに、例えば意見の中

で多かったのは「通学路の見守り隊」などに関しては、まちづくり協議会が自治会などと

も協力しながら取組みを推進していくことが期待される。 

② 「バスの増便」に関してはまず、市関係課へ地域要望として適切に伝えていく事が必要で

ある。その際、後述する「市民協働型コミュニティバス」の事例なども参考に（3-1 節参

照）、まちづくり協議会が主体となって実証運行していく事の可能性についても官民が連

携して検討してみてはどうだろうか。 

③ 「ゴミの出し方、マナー向上」に関しては、後述する他地域の事例も参考にしながら（3-

2 節参照）、市関係課とまちづくり協議会が連携してマナー向上の講習や啓蒙活動などを積

極的に実施していくことが期待される。 

④ 「駅及びインターの活性化」に関しては、市の関係各課（まちづくり関連など）へ地域要

望として適切に伝えていく事が必要である。併せて、地域住民として駅及びインター周辺

エリアの活性化を具体的にどう望んでいるかを地域意見として上手に取りまとめ、市関係

各課に適切に提案していくことが期待される。 

⑤ 「街灯及び防犯灯の関する要望」に関しては、所沢市においては、要望に応じて街路灯を

適宜設置している。また、防犯灯については自治会への補助制度がある。街灯や防犯灯の

設置が望まれる場所などを市関係課へ地域要望として適切に伝えていく事が必要である。 

 

これらの多数意見の他、本アンケートでは貴重な少数意見も多く聞かれた。これら少数意見

に関しても、まちづくり協議会として考えていくべき課題、そして、地域として取り組める課

題もあると考えられる。一例を以下に示す。 

a. 本アンケートなどを通じて、まちづくり協議会の「認知度」が低く、「まちづくり協議会と

自治会との役割や機能の違い」が浸透していないことが判明した。それぞれの違いを明確

化し、柳瀬地区居住者に分かりやすい形で広報していくことも必要である。（3-4 節参照） 
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b. 「地域の歴史・文化をより積極的に知り、地域に発信」していきたいといった意見も見ら

れた。他事例では（3-5 節参照）、市ホームページの中にまちづくり協議会のイベント情報

を集約するなどにより、なるべく地域住民が情報を簡単に得る機会・手段を工夫してい

る。 

c. サクラタウン建設に伴い「外国人の増加に関する不安、コミュニケーション支援」への声

も複数見受けられた。後述する他地域の事例も参考にしながら（3-6 節参照）、外国人居住

者との上手なコミュニケーションづくりに関する対策を地域として考えていく必要があ

る。 

d.  地域住民の困りごとや相談ごと、提案などをワンストップで受け付ける「よろず相談門

口」をまちづくり協議会が主体となって運営している事例もある（3-7 節参照）。柳瀬地区

まちづくり協議会でも可能な範囲から徐々に行っていくことが期待される。
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２-３ 重点課題の世代×エリア別集計結果 

前節で整理した特に多かった意見を、世代×エリア別で集計すると以下の通りであった。 

 道路整備に関する要望は、要望数、割合ともに南東エリアが最も高く、60 代からの要望が多かった。 

 バスの増便に関する要望は、要望数は東所沢エリア、割合は南永井エリアが最も高かった。南永井エ

リアでは 60 代から、東所沢エリアでは 60 代、70 代からの要望が多かった。 

 ゴミ問題に関する要望は、要望数、割合ともに東所沢エリアが最も高く、60 代、70 代からの要望が

多かった。 

 駅、インターの開発に関する要望は、全世代、全エリアからバランスよく出ているが、要望数は東所

沢エリア、割合は南永井エリアが最も高かった。 

 街路灯整備に関する要望は、40 代以降の世代からバランスよく出ているが、要望数は東所沢エリア、

割合は南永井エリアが最も高かった。 

  

世代×エリア別意見・要望

道路整備 バス増便

南東 日比田 南永井 東所沢 計 南東 日比田 南永井 東所沢 計

30代 1 0 1 2 4 30代 1 0 0 3 4

40代 7 0 3 5 15 40代 2 0 1 4 7

50代 4 1 4 5 14 50代 1 1 5 3 10

60代 16 4 8 1 29 60代 4 1 10 12 27

70代 6 3 3 6 18 70代 7 0 2 16 25

80代 1 0 0 0 1 80代 3 0 1 1 5

計 35 8 19 19 81 計 18 2 19 39 78

％ 48.6% 19.5% 32.2% 10.9% 23.4% ％ 25.0% 4.9% 32.2% 22.4% 22.5%

ゴミ問題 駅・インター開発

南東 日比田 南永井 東所沢 計 南東 日比田 南永井 東所沢 計

30代 1 0 0 1 2 30代 1 1 0 1 3

40代 1 1 0 5 7 40代 2 0 2 3 7

50代 0 0 3 8 11 50代 1 1 1 6 9

60代 5 4 7 12 28 60代 6 3 4 6 19

70代 1 1 2 15 19 70代 1 0 3 8 12

80代 3 0 0 3 6 80代 1 0 0 0 1

計 11 6 12 44 73 計 12 5 10 24 51

％ 15.3% 14.6% 20.3% 25.3% 21.1% ％ 16.7% 12.2% 16.9% 13.8% 14.7%

街路灯整備 総意件数

南東 日比田 南永井 東所沢 計 南東 日比田 南永井 東所沢 計

30代 0 0 0 0 0 72 41 59 174 346

40代 2 0 2 1 5 ※無記載意見6件

50代 0 1 3 6 10

60代 4 1 5 3 13

70代 2 0 2 8 12

80代 1 1 1 0 3 　

計 9 3 13 18 43

％ 12.5% 7.3% 22.0% 10.3% 12.4%

凡例　・一番多かったもの（世代×エリア別）並びに10以上の回答があった

　　　　ものについては　　として標記。

　　　・「％」は、エリア別回答数/総意件数（＊右下参照）の割合を示す。
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３．他地域の事例 

３-１ 市民協働型コミュニティバスの事例 

課題：バス増便の要望に応える。 

道路運送法に基づく自家用有償旅客運送（市町村運営有償運送）にてまちづくり協議会主導で

運営している事例を以下の通り示す。 

i. 宮崎県都城市庄内地区まちづくり協議会 
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３-２ ゴミの分別に関する事例 

課題：ゴミの分別マナーの向上を啓蒙する。細かいゴミの分別を行うことが環境及び地域のメ

リットに繋がっていることを住民に知ってもらう。他地域の事例を以下に示す。 

i. 鎌倉市 

鎌倉市では平成 27 年 4 月 1 日から家庭系ごみを有料化。有料袋に入れて出すことで、

ごみの発生抑制や、出す量に応じた費用負担の公平化を図るのが目的。 

「飲料用カン・ビン」「ペットボトル」、プラスチックは「容器包装プラスチック」（週 1

回）と「製品プラスチック」（月 1 回）、「紙類・布類」（週 1 回）など大分類で 10 種。 

 家庭の「燃やすごみ」「燃えないごみ」は有料。素材を確認しながら間違いなく品物ご

とに分けてルール通りに出すために、説明書を充実させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 1】平成 27 年 4 月から有料化された燃やすごみ。無料だった前年同月と比べて平均で約 16％減、さらに有料化前

には重量ベースで燃やすごみの中に約 26％混入していた資源物が 13％になるなど、はっきり目に見える削減効果があ

ったという（資料提供／鎌倉市役所環境部ごみ減量対策課） 

 

 家庭系の燃やすごみの内訳では、重さの約半分を占めるのが生ごみ。生ごみは家庭でも

処理できることから、鎌倉市では平成 3 年から生ごみ処理機購入費助成制度を実施。現在

では非電動型は 90％、電動型でも 75％の

助成を実施。（助成額の上限は 4 万円）。

市役所の廊下には、助成対象の生ごみ処

理機が展示されている。市役所の窓口で

助成金を差し引いた金額を支払って購入

手続きすることもできる。 
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ii. 愛媛県松山市 

 愛媛県松山市ではまちづくり協議会が主体となってごみの削減活動やごみの分別のため

の講習、啓蒙活動を実施している。 
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iii. 千葉県野田市 

千葉県野田市ではゴミのマナー向上のため、ゴミ袋への記名式を採用している。市民から

は賛否両論の声があるが、マナー向上及びゴミの削減には繋がっており 20 年間でゴミの最

終処分量は四分の一近くまで減少している。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※野田市 HP より抜粋

1人1日当たり

排出量（g）

最終処分量

           （t）

平成6年 1,033.4 15,253.6

｛指定ゴミ袋導入｝ 平成7年 704.0 8,718.5

平成11年 754.6 7,788.7

｛記名式導入｝ 平成12年 707.6 5,569.0

平成27年 604.2 4,139.7

平成28年 576.8 3,971.8
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３-３ WEB サイトを活用した情報発信に関する事例 

課題：認知度を高める 

認知度向上のために他地域で実施されている WEB サイトを活用した情報発信に関する事例を

以下の通り示す。 

i. 新井薬師前駅周辺地区まちづくり協議会（http://www.arai894.com/） 

対象面積１３０ha、約１万５千世帯、約２万４千人が居住するエリアの協議会。 

まちづくり構想の資料も PDF でダウンロード可能などまちづくりの情報が集約されている

サイトとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.arai894.com/
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３-４ 地域で行われている歴史・教養講座 

課題：住民に地域の歴史、文化に触れてもらい地域への愛着を持ってもらう。地域の活動にも

参加してもらうことで連帯感を高める。他地域の事例を以下に示す。 

i. 岐阜県不破郡垂井町(http://www.town.tarui.lg.jp/docs/2015030600067/) 

岐阜県不破郡垂井町府中地区まちづくり協議会では、垂井町ホームページ内にまちづくり

協議会主導のイベントを集約しており、歴史・教養講座の他、防災活動も実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.town.tarui.lg.jp/docs/2015030600067/
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25 

 

３-５ 増加する外国人への対応事例(外国人向けの WEB サイトの活用) 

課題：外国人に向けた生活情報の浸透 

外国人居住者向けに特化した情報発信の仕組みを構築している自治体の取り組みを２つ以下に

示す。 

i. 三重県（http://mieinfo.com/en/） 

三重県では、コミュニケーション不足、文化や習慣の違い、情報不足によって行政サービ

スが受けられない外国人の問題があった。そこで、さまざまな情報を日本語、ポルトガル語、

英語、スペイン語という 4 つの言語で提供する「多言語行政生活情報提供事業」の 1 つとし

て、「三重県情報提供ホームページ」を開設。   

運営は三重県在住のブラジル人が経営する企業に委託していて、在住外国人の視点も反映

されているのが特徴。また、単に情報を提供するだけではなく、在住外国人の地域社会への

参画も促しているのが特徴。 

 

 

 

http://mieinfo.com/en/
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ii. 岡山県（http://www.opief.or.jp/tabunkamap/en/） 

岡山県では、以前は在住外国人に対してチラシの掲示などによって情報を提供。しかし、

それでは外国人が本当に必要としている情報を的確に届けられないと、一般財団法人岡山県

国際交流協会が主体となって「岡山多文化共生マップ」という HP を 2010 年に制作。 

この HP は地図情報サービスを利用し、日本語、英語、中国語、ポルトガル語の 4 言語で、

生活に役立つ情報を提供しようというもの。県内にある施設を「生活・観光」「在留資格」「こ

とば」「仕事」「医療」「無料相談」という 6 つの項目にカテゴライズしてコンテンツを発信。   

また、「日本語学校」「市町村役場」「法律相談」「休日夜間急患診療所」といった、重要かつ

急を要する内容の発信、スマートフォン対応も可能。利便性も兼ね備えた情報発信で、在住

外国人の暮らしやすさをバックアップしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.opief.or.jp/tabunkamap/en/
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３-６ 地域の困りごとへの相談窓口事例 

課題：地域での困りごとをワンストップで受付ける。 

「ここに相談すればまずは受付けてもらえる」という安心感を住民にもってもらえるような窓

口の他地域の事例を以下に示す。 

i. 神戸市西区（https://www.nishiwel.or.jp/topics/8465/） 

https://www.nishiwel.or.jp/topics/8465/

